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2018.12.14 金 –  12.24 月祝
10:00 – 18:00 (17:30 in)

会　場：浄土宗龍岸寺  Ryugan j i

入場料：無料

f r i m o n

主　催：自然史レガシー継承・発信実行委員会
　　　　 （構成館：北海道博物館、栃木県立博物館、国立科学博物館、三重県総合博物館、伊丹市昆虫館、大阪市立自然史博物館、北九州市立自然史・歴史博物館　事務局：兵庫県立人と自然の博物館）

協　力：浄土宗龍岸寺、臨済宗妙心寺派長光山陽岳寺、大阪市立科学館、きしわだ自然資料館、お寺で宇宙学実行委員会、香老舗松栄堂、ダジック・チーム（京都大学大学院理学研究科・地球惑星科学輻合部可視化グループ）、
　　　　 京都大学総合博物館、京都薬科大学薬用植物園

後　援：京都府、兵庫県教育委員会、ICOM 京都大会 2019 組織委員会、特定非営利活動法人西日本自然史系博物館ネットワーク、特定非営利活動法人大阪自然史センター

 《 平成 30 年度文部科学省生涯学習局「博物館ネットワークによる未来へのレガシー継承・発信事業」の委託事業として実施いたします。 》
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仏教と自然日本文化を育んだ自然 企画展

※最終日は16時まで

関連オープンレクチャーもございます。詳細はHP (http://www.hitohaku.jp)をご覧ください。

※入場者多数の場合は入場制限を行うことがあります。 
※会場には駐車場はございません。ご来場の際にはご理解の上、公共交通機関等をご利用ください。



企画展　仏 教 と 自 然
日本文化を育んだ自然

2019年 ICOM 京都大会や 2020 年オリンピック・パラリンピック開催を契機に、我が

国の伝統文化や歴史的建造物活用への期待が高まっています。本企画展は、全国の自然

史系博物館 8館が協力し、歴史的建造物がもつ空間の趣と自然史標本の美しさを融合さ

せ、日本の自然の魅力と価値を効果的に伝える展示手法を模索する試みです。一昨年の京

町家、昨年度の酒蔵に続き、今回はお寺が舞台です。寺小屋で仏教と自然の関わりについ

て学んで頂くイメージで、展示を企画致しました。皆様のご来場をお待ちしております。

P u r p o s eE x h i b i t i o n

龍岸寺は浄土宗の寺院で、元和 2 年（1616 に、僧 三哲（安井算哲／源蓮社長誉三哲和尚）により開かれました。安井算哲は、江戸
幕府初代天文方となった渋川春海の父親でした。春海自身も、晩年江戸に移住するまでは龍岸寺にあった屋敷に住んでいました。
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O p e n  l e c t u r e
※事前申込制・参加無料

兵庫県立人と自然の博物館HP（http://www.hitohaku.jp）
のセミナー申し込みページよりお申し込みください。
開催1週間前が締め切りとなります。申し込み多数の場
合は抽選となります。FAX、E-mail での申し込みにつき
ましては、ご希望の講座名、氏名（フリガナ）、住所、電話
番号を添えて、下記の申し込み先までご連絡ください。

［申込先］〒669-1546 兵庫県三田市弥生が丘 6 丁目
兵庫県立人と自然の博物館　生涯学習課セミナー係
Fax ：079-559-2033　e-mail：seminar@hitohaku.jp

お寺で「生命と心」を考える

ア）動物の死生観
　　林 良博 （国立科学博物館 館長）
イ）日本人と悉有仏性
　　～動物供養から怪獣供養・iPhone供養まで
　　池口龍法（龍岸寺 住職）

12月16日|日| 15:00‒17:00
会場：龍岸寺　  定員：30名
司会・コメンテーター：
中瀬  勲（兵庫県立人と自然の博物館　館長）

京都の昔を古地図と現代技術でめぐる
12月23日|日| 13:30‒16:00
集合場所：龍岸寺　  定員：20名

高橋 徹 （株式会社Stroly 取締役会長）

お寺で宇宙学　
お寺で宇宙学実行委員会とのジョイント企画となります。

12月24日|月・祝| 15:00‒18:00
会場：龍岸寺　  定員：30名

ア）天空から地球環境を読みとく
　   伊勢武史（京都大学フィールド科学研究所 准教授）
イ）浄土双六で学ぶ仏教の世界観
　　向井真人（臨済宗妙心寺派陽岳寺　副住職）

お墓の石の今と昔
12月22日|土|15:00‒16:00
会場：龍岸寺　  定員：30名

先山  徹 （兵庫県立大学　准教授
               山陰海岸ジオパーク学識専門員）
大北和彦（おおきた石材店・1級お墓ディレクター）

申込方法

初代幕府天文方・渋川春海が見た宇宙
12月22日|土| 16:00‒17:00
会場：龍岸寺　  定員：30名

嘉数次人（大阪市立科学館　学芸課長）

本企画展に関するお問い合わせは、兵庫県立人と自然の博物館　自然史レガシー継承・発信委員会事務局までお願いします。  TEL:079-559-2001( 代表 )   FAX:079-559-2007

人は心をもった生き物ですが、野生生物や岩石や
モノにも心は宿ると言います。自然科学と仏教の
考え方を通じて、生命と心、そして供養の在り方
を考えてみませんか。

脊椎動物がたどってきた道
̶多様化、大量絶滅、そして多様化
12月15日|土| 15:00‒16:00
会場：龍岸寺　  定員：30名

太田英利（兵庫県立人と自然の博物館　主任研究員）他


